
水道事業について

雲南市上下水道局 施設課
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水道事業の現状

 令和６年度末の雲南市全体の普及率は96.2％で、島根県平均の97.4％を1.2ポイン
ト下回っています。また、全国平均の98.3％を2.1ポイント下回っている状況であ
ります。
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≪１≫給水人口及び普及率

○雲南市行政人口 32,349人
○水道を使用している人 31,433人
○普及率 97.2％

○１日に使われた水量 10,158ｍ3

○１年間に使われた水量 3,707,583ｍ3

25ｍプール…約12,359杯分
ペットボトル…約74.2億本



≪２≫水道施設の概要

水道事業
一般の需要に応じて水を供

給する事業で、計画給水人

口が101人以上のもの

上水道
・計画給水人口5,001人以上の事業

島根県企業局

簡易水道
・計画給水人口5,000人以下の事業

水道用水供給事業
水道事業者に対して用水（浄水）を

供給する事業

専用水道
・寄宿舎、社宅等の特定の人に給水する水道で給水人口が101人以上のもの

・一日最大給水量が20立方メートルを超えるもの

簡易専用水道
水道事業者から供給を受ける水のみを水源とし、受水槽の有

効容量が10立方メートルを超えるもの。
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水道事業の現状
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貯水槽水道
水道事業者から供給を受ける水のみを水源とし、貯水槽（受水槽）の規模によら

ないものの総称（定義のみ）

雲南市水道事業



≪３≫水道施設図（R8年3月現在）
水道事業の現状
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雲南市の水道は、それぞれの立地に適したものを合併前の町村等で
建設したため、多くの施設を抱えています。

≪４≫水道施設の状況

総延長：910㎞
導水管： 23㎞
送水管： 20㎞
配水管：867㎞

配水池：100箇所
大東町 ：17 三刀屋町：25
加茂町 ： 7 吉田町 ：12
木次町 ：17 掛合町 ：22

ポンプ所：65箇所
大東町 ：13
加茂町 ： 4
木次町 ：17
三刀屋町：18
吉田町 ： 2
掛合町 ：11

水道事業の現状

浄水場：32
大東町 ： 4
加茂町 ： 1
木次町 ： 5
三刀屋町： 2
吉田町 ： 8
掛合町 ：12
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水道事業の現状

 施設の統合及び休止
 掛合町西谷浄水場休止（H22）

 加茂町段部原代替井戸・ろ過機休止（H23）

 掛合町佐中浄水場廃止・川上浄水場休止（H24）

 立原ポンプ所廃止・立原配水池休止（H24）

 大東町諏訪山配水池・前原ポンプ所休止（H26）

 大東町森木浄水場休止（H26）

 大東町和野浄水場・取水井休止（H27）

 八重滝浄水場の休止（H29）

 土井浄水場休止（H31）

 郡浄水場休止（R3）

 三刀屋浄水場休止（R7）
6

≪５≫施設の更新需要

施設の更新
◇令和8年3月に策定した
「雲南市水道事業総合整備計画」に基づき実施



水道事業の現状

耐震化

令和7年2月に「雲南市上下水道耐震化計画」を策定い
たしました。

災害に強く持続可能な上下水道システムの構築に向け、対
策が必要な急所施設について、今後、概ね50年間で耐震化
を完了することを目指し、このうち令和7年度から令和11
年度の5年間では、今後20年間の具体的な大規模修繕・更
新事業計画の基礎となる「（仮称）雲南市上下水道経営計
画 」を策定することとし、被災すると極めて大きな影響
を及ぼす急所施設を最優先に耐震化を実施することを目標
としました。
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≪５≫施設の更新需要

今後の統廃合計画（予定）

◆新越戸浄水場の廃止
◆下熊谷配水区と尺の内配水区
の連結管
◆尺の内配水区と愛宕配水区の
連結管
◆川手浄水場の休止
◆波多ポンプ所・波多配水池の
休止
◆久野浄水場の休止



水道事業の現状
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≪５≫施設の更新需要


